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■ 

６
つ
の
作
品
が
最
終
候
補
に

　

最
終
選
考
に
残
っ
た
候
補
者
・
作
品
名
・
出
版
社
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
。
作
品
の
50
音
順
）

山
崎
佳
代
子
『
ア
ト
ス
、
し
ず
か
な
旅
人
』（
書
肆
山
田
）

蜂
飼
耳
『
隠
す
葉
』（
思
潮
社
）

正
津
勉
『
嬉
遊
曲
』（
ア
ー
ツ
ラ
ン
ド
ク
ラ
フ
ツ
）

鈴
木
志
郎
康
『
声
の
生
地
』（
書
肆
山
田
）

ア
ー
サ
ー
・
ビ
ナ
ー
ド
『
左
右
の
安
全
』（
集
英
社
）

辻
井
喬
『
自
伝
詩
の
た
め
の
エ
ス
キ
ー
ス
』（
思
潮
社
）　

　
　

隙
間
問
題

　

そ
の
日
も
地
下
鉄
の
ホ
ー
ム
に
い
た
わ
け
で
す
が
。

　

入
っ
て
く
る
電
車
と
ホ
ー
ム
の
間
に

　

ス
ー
ウ
ッ
と
一
本
の
隙
間
が
生
ま
れ
て
、

　

そ
れ
が
わ
た
し
の
頭
に
巻
き
付
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
う
い
え
ば
、
女
の
人
が
席
を
立
つ
と
、

　

ス
ー
ウ
ッ
と
隙
間
が
生
ま
れ
る
ん
で
す
ね
。

　

ス
ー
ウ
ッ
と
。

　

甘
い
隙
間
で
す
。

　

小
さ
な
渦
を
巻
い
た
気
流
が
流
れ
て
い
き
ま
す
。

　

あ
る
映
像
作
品
で
カ
メ
ラ
が
路
地
を
抜
け
て
行
く
ん
で
す
が
、

　

狭
い
家
と
家
の
間
に
置
い
て
あ
っ
た
ん
で
す
ね
、

　

生
活
に
使
わ
れ
て
い
た
物
が
。

　

水
瓶
だ
っ
た
か
な
、
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
こ
の
後
43
行
省
略
）

　

第
16
回
萩
原
朔
太
郎
賞
は
、
鈴す
ず
木き

志し

郎ろ
う
康や
す
さ
ん
の
『
声
の
生

地
』
に
決
ま
る
。
作
品
は
９
月
２
日
に
行
っ
た
選
考
会
で
、
最

終
候
補
作
品
６
点
の
中
か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
鈴
木

さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ル
、
喜
び
の
言
葉
な
ど
を
紹
介
。
賞
の
贈
呈

式
と
記
念
講
演
は
、
11
月
１
日
㈯
に
前
橋
文
学
館
で
行
い
ま
す
。

鈴
木
志
郎
康
さ
ん
の「
声
の
生
地
」

第
16
回
萩
原
朔
太
郎
賞
に
決
定

■ 

選
考
委
員
は
入
沢
さ
ん
ら
５
人

―
敬
称
略
（
50
音
順
）
―

　

入
沢
康
夫
（
詩
人
、評
論
家
、仏
文
学
者
）、岡
井
隆
（
歌

人
）、
白
石
か
ず
こ
（
詩
人
、
評
論
家
、
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
）、

高
橋
源
一
郎
（
作
家
、
評
論
家
）、
平
田
俊
子
（
詩
人
、

作
家
）。

■ 

鈴
木
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ル

　

昭
和
10
年
東
京
都
江
東
区
生
ま
れ
。
早
稲
田
大
文
学
部

卒
。
昭
和
36
年
か
ら
52
年
ま
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
映
画
カ
メ
ラ
マ

ン
と
し
て
勤
務
。
在
職
中
の
昭
和
43
年
に
詩
集
『
罐
製
同

棲
又
は
陥
穽
へ
の
逃
走
』
で
Ｈ
氏
賞
受
賞
。
多
摩
美
術
大

教
授
な
ど
を
歴
任
。
平
成
14
年
詩
集
『
胡
桃
ポ
イ
ン
タ
』

で
第
32
回
高
見
順
賞
受
賞
。

■ 

喜
び
の
言
葉

　

今
ま
で
た
く
さ
ん
の
詩
を
書
い
て
き
た
上
で
の
受
賞
な

の
で
喜
び
は
格
別
で
す
。
大
変
う
れ
し
い
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
詩
を
書
き
続
け
る
励
み
に
な
り
ま
す
。
詩
の
現
場
を

老
人
パ
ワ
ー
で
活
性
化
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は

　
　

文
化
国
際
課　

☎
８
９
８
―
６
５
２
２

■11月１日に贈呈式・記念講演
　賞の贈呈式と受賞者の記念講演を実施。駐車券の配布はありません。

日時=11月１日㈯午後1時30分
会場=前橋文学館
対象=一般、先着80人
申し込み=10月７日㈫から文化国際課☎898―6522へ

■文学館で朔太郎受賞者プレ展
　受賞作品などを紹介する展示会を行います。

期間=10月4日㈯～11月9日㈰
会場=前橋文学館
内容=第16回萩原朔太郎賞受賞者・鈴木志郎康さんの受賞作品や著書などを展示

問い合わせは　同館　☎235－8011

選考理由を代表で説明する岡井さん（左）

鈴木志郎康さん

　

９
月
２
日
、
第
16
回
萩
原
朔
太
郎
賞
の
選
考
委
員
会
を

市
役
所
で
行
い
、
５
人
の
委
員
に
よ
る
選
考
の
結
果
、
最

終
候
補
作
品
６
点
の
中
か
ら
鈴
木
志
郎
康
さ
ん
の
詩
集

『
声
の
生
地
』
が
栄
え
あ
る
16
回
目
の
朔
太
郎
賞
に
決
ま
り

ま
し
た
。

鈴木志郎康さん


